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は　じ　め　に

　白山チブリ尾根の鳥類に関しては，繁殖期である５月～７月の環境別の群集構造について明らかに

しているが（上馬, 1985）,今回はその続報として，8月から11月にかけての秋期の群集について述べ，

繁殖期と比較してみる。なお，この報告の一部は，環境庁委託の国設鳥獣保護区管理で筆者が行った

鳥獣の生息状況調査の結果を用いた。

調査地及び調査方法

　調査は, 1981年から1986年までの８月～11月に，多い地区で月に８回，少ない地区で月に５回行っ

た。調査方法は前報と同じで，原則として出発点の市ノ瀬を日の出時刻頃に出て，線センサス法によ

り記録しながら登山道を登っていく方法をとった。記録に際しては，地形図および高度計により各個

体の位置をできるかぎり正確にするようにし，個体数集計にはセンサスコースの両側各50m以内に出

現した全ての鳥の記録を用いた。また前報と同様に全コースを環境別に３つに区分してとりまとめた。

すなわち，出発点の市ノ瀬（標高830m）から猿壁堰堤（標高930m）までのドロノキ林やススキ草原

の多い河原のＩ区，猿壁堰堤から標高1650mまでのブナ林のII区，標高1650mから御舎利山（標高2380

m）までのアオモリトドマツ林やダケカンバ林のⅢ区である（詳細は前報を参照のこと）。

　なお，その日の天候や積雪の状態などにより，同じ距離でも調査時間の長くかかった時や途中で調

査を中断したり，打ち切ったこともあり調査条件が必ずしも一定しなかった。特に調査時刻が遅くな

り，霧がかかるなど天候の変りやすいⅢ区においてこの傾向が強かった。

結果及び考察

　調査期間中にコース全体で記録された鳥類は，センサス範囲の周辺を含めて54種となった。これに

前回の繁殖期の調査結果を合せると66種となる。３つの環境区分別に各月ごとに集計すると表1 ～表

Ⅱのようになる。なお，表中の個体数は確認できた最少の数値で表してあり, ＊で示したのは下山の

時など調査時刻が異なる時の記録や50mの観察範囲外で確認したもので，表の調査時刻にみられなか

った種を参考のために示し，種数以外の集計には用いていない。

Ｉ区

８月

調査回数は６回で，調査距離は合計8.4kmであった。出現種数は13種，相対密度6.67羽／kmであっ
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た。優占度の高いのは，ホオジロ33.9％,ウグイス14.3％,シジュウカラ14.3％,キセキレイ8.9%な

どである。ホオジロは毎回出現しており，その他ウグイス67％,キセキレイ50％の出現頻度が高い（表

１）。

　９月

　調査回数は５回で，調査距離は合計7.0kｍであった。出現種数は15種，相対密度10.43羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，ホオジロ26.0％,エナガ16.4％,ウグイス13.7％,カケス12.3％などである。

８月に続いてホオジロが毎回出現しており，ウグイス80％,キセキレイ80％,カケス60％,ハシボソ

ガラス60％の出現頻度が高い（表2）。

　10月

　調査回数は８回で，調査距離は合計11.2kmであった。出現種数は14種，相対密度8.39羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，ホオジロ36.2％,ウグイス18.1％であり，この２種は出現頻度も高く，ウグ

イス88％,ホオジロ75％であった（表３）。

　11月

　調査回数は７回で，調査距離は合計9.8kmであった。出現種数は10種，相対密度4.08羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，ツグミ35％,ホオジロ17.5％,セグロセキレイ12.5%である。いずれの種も

出現頻度は低く, 7回中１回か２回しか出現していない（表4）。

　秋の全期間を通じて優占度が高いのはホオジロで，ウグイスも10月までは優占度が高い。これらの

鳥は出現頻度も10月まで高く，秋期のＩ区を代表する種といえる。しかし11月になるとウグイスは出

現しなくなり，ホオジロも中旬までである。次いで個体数が多く，比較的よく出現しているのはハシ

ボソガラスである。エナガ，シジュウカラ，カケスなども個体数は多いが，出現頻度は高くない。毎

月出現している種としてはホオジロの他にカケス，ハシボソガラス，カワガラス，ミソサザイがある。

前報で述べた繁殖期の種構成と比較すると，繁殖期に最優占の力ケス，優占度３位のキセキレイ,4

位のヒヨドリは個体数が減り，ヒヨドリは９月以降，キセキレイは10月中旬以降現れておらず，逆に

ウグイスが繁殖期より増えるなど優占種にかなりの違いがみられる。また相対密度は，繁殖期の11.36

と比べると８月の6.67や11月の4.08が特に低い。冬鳥として10月のアトリ,11月のツグミ，ジョウビ

タキがあげられる。　9･ 10月のメボソムシクイはＩ区より標高の高いところから移動してきたり，渡
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りの途中の個体と考えられ,11月のコガラも,繁殖期にはＩ区では全く見られずII区には多い種である

ので,標高の高いところから移動してきたものと考えられる。また9・11月のセグロセキレイも繁殖期

には全くみられない種である。繁殖期にキセキレイがみられ, 9～10月にキセキレイがみられなくな

った頃に，それに入れかわるようにセグロセキレイが現れるのは，白山山系北部の犀川上流の山間部

でもみている現象であるが（上馬, 1979）,両地域とも，より下流には一年中みられるところがあるの

で，おそらく2つの種の力関係に起因しているものと考えられる。種数は秋期全体で23種であった。

II区

８月
　調査回数は６回で，調査距離は合計22.2kｍであった。出現種数は21種，相対密度10.59羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，シジュウカラ16.6％,ヒガラ15.7%,カケス14.9％,ゴジュウカラ11.9％で

ある。カケス，ミソサザイ，メボソムシクイが毎回出現しており，シジュウカラ，ヒガラ，ゴジュウ

カラ，ウグイスが83％,クロジ，ホシガラスが67％と出現頻度が高い（表5）。

　９月

　調査回数は５回で，調査距離は合計18.5kｍであった。出現種数は26種，相対密度15.57羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，ヒガラ22.9％,ゴジュウカラ18.1％,シジュウカラ14.2％である。ヒガラ，

ゴジュウカラ，シジュウカラ，カケス，メボソムシクイ，コゲラが毎回出現しており，コガラ，ウグ

イス，アオゲラも80％と出現頻度が高い（表６）。

　10月

　調査回数は８回で，調査距離は合計28.8kｍであった。出現種数は28種，相対密度24.69羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，ヒヨドリ21.7％,アトリ13.5％,ヒガラ11.1％,ゴジュウカラ8.9％などであ

るが，ヒヨドリは通過していく群れで，この地区との関わりはあまりないと思われる。ゴジュウカラ

が毎回出現しており，ヒガラ，シジュウカラ，コガラ，ミソサザイは88％,コゲラ，ホシガラスが75

％と出現頻度が高い（表７）。
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　11月

　調査回数は７回で，調査距離は合計22.4kmであった。出現種数は20種，相対密度19.42羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，ツグミ18.6％,アトリ17.5％,コガラ14.0％,ゴジュウカラ12.0％である。

ゴジュウカラが９月・10月に引き続いて毎回出現しており，コガラ，コゲラ，シジュウカラが86%,

ツグミが71％とよく出現している（表８）。

　繁殖期を通じてⅡ区に優占していた種はヒガラ，コガラ，シジュウカラ，ゴジュウカラなどの留鳥

と考えられる種と，コルリ，キビタキなどの夏鳥であるが（上馬,

1985）,秋期は，留鳥と考えられる

これら4種にカケスを加えたものが優占する８・９月と，これら4種にアトリ，ツグミ，マヒワなどの

冬鳥が加わる10

・11月とに区別することができる。８月と９月は全体の種構成も優占上位の種も非常

によく似ているが.

10月と11月は優占上位種がかなり異なっている。それは出現頻度は低いものの群

れで出現しているヒヨドリ，マヒワ，アトリ，エナガなどの個体数が多いためである。相対密度は，

繁殖期の16.92と比べると８月が10.59と低いが，その他の月は10月のヒヨドリを除くと繁殖期とほぼ

同じといえる。旅鳥や冬鳥等の渡来時期としては,

9月中旬と10月上旬にエソビタキが立ち寄り,

10

月上旬にヒヨドリが通過していくのがみられ，シロハラが10月上旬に，アトリ，マヒワ，マミチャジ

ナイ、ツグミが10月中旬に渡来しているのがみられる。これらの中でツグミ，アトリ，マヒワは11月

下旬でもこの地区にみられる。また１回だけの記録であるがハギマシコの群れが11月下旬に出現して

いる。その他では，繁殖期にⅡ区ではみられないルリビタキが10･11月に少数ながら出現しているが，

この鳥は繁殖期にはより標高の高いところ（Ⅲ区では優占種）にみられることから，秋期になって下

ってきたものであろう。留鳥と思われる種の中ではゴジュウカラやコガラは期間を通して個体数は多

いが，シジュウカラやヒガラは11月には減少し，特にヒガラの個体数および出現回数の減少が著しい。

ヒガラやシジュウカラの大部分はより低標高地へ移動していることが考えられる。その他で毎月出現
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しているものにコゲラ，アカゲラ，アオゲラ，オオアカゲラのキツツキ類とミソサザイ，ホシガラス，

カケスがある。比較的個体数の多い種の中で他にはメボソムシクイとクロジが10月中旬まで，ウグイ

スが10月下旬まででみられなくなっている。またエナガは比較的大きな群れでみられるが出現頻度は

低く, 8月にはみられていない。次に白山での記録の稀な種としてキバシリが1982年８月26日に出現

している。種数は10月が28種と最も多く，秋期全体では39種となる。

Ⅲ区

８月

　調査回数は６回で，調査距離は合計11.3kmであった。出現種数は14種，相対密度9.73羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，メボソムシクイ27.3％,ヒガラ21.8％,ウグイス19.1％である。出現頻度が

高いのはメボソムシクイ100％,ウグイス86％である（表9）。

　９月

　調査回数は５回で，調査距離は合計9.3kｍであった。出現種数は16種，相対密度9.57羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，カケス15.7％,ヒガラ14.6％,メボソムシクイ13.5％,ウソ12.4％,ウグイ

ス12.4％である。ヒガラ，メボソムシクイ，ウソが毎回出現しており，ウグイス，シジュウカラも80

％と出現頻度が高い（表10）。

　10 ・11月

　調査回数は７回で　調査距離は合計17.4kmであった。出現種数は20種，相対密度11.95羽／kmであっ

た。優占度の高いのは，ヒガラ40.4％,アトリ13.9％である。ホシガラスが86％,ヒガラ，カヤクグ

リ，ルリビタキが71％と出現頻度が高い（表11）。

　メボソムシクイ，ウグイス，カヤクグリ，ルリビタキが, Ⅲ区の繁殖期を通じて毎回出現しかつ優

占種であった。８月上旬にはまだこの傾向がみられるが，その後はこれらの個体数は減少し, 8月の

ヒガラ, 9月の力ケス，ヒガラ,･10月のヒガラ，アトリ，イワツバメなどいずれも群れで数多く出現

している鳥が優占種となっている。これらの中ではヒガラを除くといずれも出現頻度の高くない種で

ある。すなわち繁殖期やⅡ区のブナ林のように，秋期を通じて優占する種は少なく種構成の安定性は

みられない。また相対密度は，繁殖期の16.00と比較するとどの月も低くなっている。ヒガラは繁殖期
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のⅢ区では多くない種であるが，秋期にはよく出現し，時に20羽～40羽の大群でみられる。シジュウ

カラも繁殖期には稀であるが, 9月から10月によく出現している。夏鳥であるメボソムシクイは10月

上旬までみられた。またウグイス，カヤクグリ，ヒガラは11月になるとみられなくなることから，よ

り標高の低い地域への移動が考えられる。その他毎月みられ出現頻度も比較的高い種としてはウソと

ホシガラスがある。次にイスカが1986年11月17日に調査範囲内で1羽（実際には数羽以上の群れ）観察

されたが，白山では稀な記録である。種数は秋期全体で28種となり,Ⅱ区と同様10月が最も多い。
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お　わ　り　に

　３つの環境の中で相対密度が最も高かったのはⅡ区のブナ林の10月であり，またⅡ区の各月の相対

密度はどれも他の地区より高く，種数も多かった。また秋期の鳥類相を繁殖期と比較すると，夏鳥の

減少，旅烏や冬鳥の増加は当然あるもののⅡ区が優占種，相対密度，種数など最も類似性が高かった。

これらのことは，原生状態に近いブナ林では，初夏から夏にかけての繁殖期のみならず秋期も鳥類の

生息環境として優れていることを示している。次に，標高差をともなった環境のちがいにより鳥類相

の季節変化に速度のちがいがみられる。標高の最も高いⅢ区では８月上旬までは繁殖期と変わらない

鳥類相であり，冬鳥が優占種となるのはⅡ区やⅢ区では10月の中旬であるのに対し，標高のより低い

Ｉ区では11月になってからである。今後はこれに続く積雪の多い冬期の鳥類相の調査が課題である。

摘　　　要

１）白山チブリ尾根の秋期の鳥類相を, 1981年から1986年までの8～11月に線センサス法により調査

　し, 3つの環境別に集計した。

２）川原のドロノキ林及び草原にはホオジロ，ウグイスが，ブナ林にはゴジュウカラ，ヒガラ，アト

　リ，シジュウカラ，コガラ，ツグミが，ダケカンバ・アオモリトドマツ林にはヒガラ，メボソムシ

　クイ，ウグイスが秋期全体として優占している種であった。

3）冬鳥の渡来及び留鳥の一部の移動による鳥類相の変化が10月から11月にみられ，その時期や内容

　は各環境で異なっていた。

4）調査期間中に記録した鳥は54種であり，ブナ林が全ての月で種数が最も多く，密度も高かった。
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Summary

The surveys on bird communities of Chiburi ridge in Mt. Hakusan by the method of line

transect were made in autumn from 1981 to 1986. Emberiza cioides and Cettia diphone were

dominant species in the lower part forest which consists of Populus maximowiczii and Miscanthus

sinesis. Sitta europaea, Pants ater, Fringilla montifringilla,Parus major, Parus montanus and

Turdus naumanni were dominant in the middle part forest which consists of Fagus crenata.

Parus ater,Phylloscopus borealisand Cettia diphone were dominant in the upper part forest which

consists of Abies mariesii and Betula ermanii. The totalnumber of species was 54. The number

of species was the largest and the density was the highest in the Fagus crenata forest during every

month. The number of species and the populations changed during October and November due

to the increase of winter birds and the decrease of resident birds.
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